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韓
国
職
業
能
力
開
発
院
上
席
研
究
員
　
ギ
ュ・
ヒ
・
ホ
ァ
ン 

韓
国
に
お
け
る 

　
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
と
管
理 

  

Ⅰ
．は
じ
め
に 

 

韓
国
は
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
世
界
で

も
っ
と
も
進
ん
だ
国
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
最
重
要
課
題
は
Ｉ
Ｔ
人
材

の
育
成
と
活
用
で
あ
る
。
し
か
し
人
材
需
要

と
供
給
の
不
均
衡
、
高
レ
ベ
ル
の
人
材
の
不

足
、
労
働
者
の
再
教
育
機
会
の
不
足
な
ど
、

多
く
の
新
し
い
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
今
後

よ
り
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
人

材
政
策
の
方
向
は
供
給
か
ら
需
要
へ
、
量
か

ら
質
へ
、
国
内
か
ら
国
外
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
次
の
よ
う
な
四
つ

の
主
要
政
策
が
策
定
さ
れ
た
（
カ
ッ
コ
内
は

予
算
額
）。 

①
産
業
界
の
需
要
に
応
じ
た
大
学
学
部
課
程

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
（
四
〇
二
〇
万
米
ド

ル
） 

②
Ｉ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
Ｓ
ｏ
Ｃ（Sy-

stem
 on C

hip

）の
中
核
設
計
者
の
育
成
（
五

六
四
〇
万
米
ド
ル
） 

③
大
学
で
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
研
究

者
の
再
訓
練
（
一
五
六
〇
万
米
ド
ル
） 

④
専
門
的
な
Ｉ
Ｔ
統
計
に
基
づ
く
Ｉ
Ｔ
人
材

関
連
情
報
の
強
化
（
一
〇
〇
万
米
ド
ル
） 

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
う
え
で
の
基

本
的
な
概
念
は
、
技
術
の
変
化
と
産
業
界
の

需
要
に
適
応
す
る
た
め
の
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ

ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）（
注
１
）で

あ
る
。
そ
れ
は
産
学
間
の
連
携
を
強
化
し
、

教
師
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
を
も
た
ら
す
。
最
終
的
に
は
最
適
時
点

で
の
大
学
か
ら
産
業
界
へ
の
最
適
供
給
（
産

業
界
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
Ｉ
Ｔ
人
材
）
が

期
待
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
韓
国
に
お
け
る
Ｉ

Ｔ
人
材
育
成
の
背
景
を
紹
介
し
、
需
給
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
問
題
を
提
起
し
た
う
え
、
そ
の
対

応
策
と
し
て
Ｓ
Ｃ
Ｍ
概
念
の
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成

へ
の
応
用
モ
デ
ル
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
へ
の
も
う
一
つ
の
対
応
策
と
し
て

外
国
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
活
用
の
動
向
を
紹
介
す

る（
注
２
）。 

   

Ⅱ
．Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
政
策
の
背
景 

 
韓
国
政
府
は
ア
ジ
ア
危
機
下
の
一
九
九
七

年
か
ら
、
教
育
イ
ン
フ
ラ
を
改
善
す
る
た
め

教
育
機
関
の
Ｉ
Ｔ
整
備
を
支
援
し
て
き
た
。

Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
政
策
は
労
働
力
の
変
化
に
う

ま
く
適
応
し
て
き
た
と
い
え
る
。
九
七
年
か

ら
九
九
年
に
は
Ｉ
Ｔ
教
育
イ
ン
フ
ラ
を
拡
張

し
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
二
年
に
は
Ｉ
Ｔ
人

材
の
量
的
拡
大
が
図
ら
れ
た（
図
１
）。
し
か

し
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
の
た
め
に
人
材
の
需
要

は
急
速
に
変
容
し
、
量
的
拡
大
の
一
方
で
質

的
な
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
可
能
性

が
出
て
き
た
。
そ
の
た
め
〇
三
年
か
ら
、
Ｓ

Ｃ
Ｍ
を
通
じ
た
Ｉ
Ｔ
人
材
の
質
的
向
上
と
い

う
新
た
な
方
向
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

○
Ｉ
Ｔ
人
材
の
需
給
ミ
ス
マ
ッ
チ 

　
最
近
の
労
働
力
推
計
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
人

材
の
需
要
は
〇
四
年
の
一
四
六
万
二
〇
〇
〇

人
か
ら
一
五
年
に
は
二
四
四
万
一
〇
〇
〇
人

に
増
加
す
る
。
そ
の
年
間
成
長
率
は
職
業
全

体
の
平
均
よ
り
か
な
り
高
い（
図
２
）。
工
業

専
門
学
校
生
以
上
の
レ
ベ
ル
に
注
目
す
る
と
、

こ
の
間
に
新
た
に
生
じ
る
Ｉ
Ｔ
人
材
の
需
要

規
模
は
九
八
万
二
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
こ
れ

は
八
九
万
二
〇
〇
〇
人
の
需
要
増
加
と
九
万

人
の
代
替
需
要
か
ら
な
る
。
一
方
、
国
内
で

の
総
供
給
数
は
一
一
六
万
三
〇
〇
〇
人
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
工
業
専
門
学
校
生
以
上
の

レ
ベ
ル
の
Ｉ
Ｔ
人
材
は
全
体
的
に
は
供
給
過

剰
と
な
る
。
し
か
し
大
学
卒
業
生
レ
ベ
ル
に

限
れ
ば
供
給
不
足
と
な
る（
表
１
）。 

　
ま
た
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
が
速
く
な
る
に
つ

れ
、
人
材
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
短
く
な
る
。

現
在
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
人
材
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
は
約
七
年
と
い
わ
れ
る
。
産
業
技
術
の 
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体
系
的
な
再
教
育
が
必
要
で
あ
る
。 

   
Ⅲ
．新
た
な
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成 

　
　 
政
策
と
し
て
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ 

 

前
述
の
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
新
し

い
人
材
管
理
手
法
と
い
う
視
点
か
ら
Ｓ
Ｃ
Ｍ

の
概
念
が
改
訂
・
応
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ

Ｍ
の
発
想
で
は
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
最
適

化
と
、
顧
客
の
需
要
の
最
大
限
の
満
足
に
重

点
を
置
く
。
こ
の
た
め
Ｓ
Ｃ
Ｍ
を
Ｉ
Ｔ
人
材

育
成
の
分
野
に
導
入
す
る
こ
と
で
産
学
連
携

が
強
化
さ
れ
、
人
材
育
成
プ
ロ
セ
ス
が
供
給

志
向
へ
と
改
善
さ
れ
、
教
育
機
関
に
実
用
主

義
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
Ｓ
Ｃ
Ｍ
に
基
づ
く
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
モ
デ
ル

は
大
学
の
裁
量
権
を
制
限
し
た
り
、
企
業
の

要
求
を
盲
目
的
に
追
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。

企
業
は
熟
練
労
働

者
の
不
足
に
た
だ

不
平
を
唱
え
る
の

で
は
な
く
、
業
務

上
必
要
と
す
る
知

識
、
能
力
の
詳
細

を
正
確
に
規
定
す

る
必
要
が
あ
る
。

大
学
は
教
育
の
努

力
と
資
源
を
産
業

界
の
需
要
と
連
携

さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
卒
業
生
の
職

探
し
を
よ
り
効
率

的
に
支
援
で
き
る
。

政
府
は
労
働
者
が

い
つ
、
ど
れ
く
ら

い
、
ど
の
分
野
で

必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
、
よ

り
適
切
な
人
材
育
成
政
策
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

　
新
し
い
人
材
育
成
モ
デ
ル
が
実
効
性
を
も

つ
た
め
に
、
三
つ
の
課
題
に
対
処
す
る
必
要

が
あ
る
。
第
一
に
既
存
の
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
・

供
給
プ
ロ
セ
ス
を
徹
底
的
に
分
析
し
、
そ
の

結
果
に
基
づ
き
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
観
点
か
ら
改
良
版

を
設
計
す
る
こ
と
。
第
二
に
新
た
な
産
業
（
需

要
）
志
向
の
教
育
プ
ロ
セ
ス
を
実
行
す
る
た

め
に
、
有
効
な
産
学
連
携
制
度
を
確
立
す
る

こ
と
。
第
三
に
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
し
た
卒
業
生
の
雇
用
を
希
望
す
る
企
業

の
た
め
に
、
大
学
の
適
格
認
定
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
で
あ
る
。 

○
需
要
志
向
の
人
材
育
成
プ
ロ
セ
ス 

　
現
在
の
韓
国
の
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
プ
ロ
セ
ス

は
、
産
業
界
の
要
求
を
反
映
し
て
い
な
い
「
プ

ッ
シ
ュ
・
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
。
需
要
志
向

の
「
プ
ル
・
プ
ロ
セ
ス
」
と
な
る
た
め
に
は
、

大
学
教
育
が
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
時
点

で
考
慮
し
始
め
る
か
と
い
う
判
断
が
重
要
で

あ
る
。
製
造
分
野
で
は
通
常
、
サ
プ
ラ
イ
・

チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
顧
客
の
要
求
が
見
え
な

く
な
っ
た
時
点
で
「
ビ
ル
ド
・
ト
ゥ
・
ス
ト

ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
一
種
の
プ
ッ
シ
ュ
・
プ

ロ
セ
ス
が
採
用
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
手
法

で
は
顧
客
の
好
み
の
予
期
し
な
い
変
更
の
た

め
に
完
成
品
の
仕
様
変
更
が
生
じ
、
多
額
の

費
用
が
か
か
る
と
い
う
決
定
的
な
問
題
が
あ

る
。
そ
う
し
た
ム
ダ
を
な
く
す
に
は
、
あ
る

時
点
ま
で
は
顧
客
の
要
求
の
変
更
に
か
か
わ

り
な
く
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
続
け
ら
れ
る
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
（
反
応
バ
ッ
フ
ァ
）
を
決
め

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
時
点
か
ら
顧
客

の
特
別
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ

ー
ド
（
注
文
仕
様
生
産
）、
プ
ル
・
プ
ロ
セ

ス
が
開
始
す
る
。
反
応
バ
ッ
フ
ァ
よ
り
前
の

プ
ロ
セ
ス
を
「
一
般
基
本
プ
ロ
セ
ス
」
、
以

後
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
特
別
応
用
プ
ロ
セ
ス
」

と
称
す
る
。 

　
生
産
過
程
に
お
け
る
こ
の
概
念
は
、
Ｉ
Ｔ

人
材
育
成
プ
ロ
セ
ス
に
応
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
と
え
ば
、
四
年
の
教
育
・
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
て

み
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
二
部
に

わ
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
基
本
」

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
基
本
的
な
事

項
を
網
羅
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
各
種
領
域
に
適

用
可
能
な
一
般
的
必
修
コ
ー
ス
を

含
む
。
他
方
は
「
上
級
」
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
、
こ
の
分
野
に
特
殊
な

知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
応
用

コ
ー
ス
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
反

応
バ
ッ
フ
ァ
は
第
五
ま
た
は
第
六

学
期
末
と
す
れ
ば
よ
い
。
反
応
バ

ッ
フ
ァ
以
降
は
よ
り
実
用
的
な
実

習
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
視
す
る

こ
と
で
、
産
業
界
の
要
求
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
企
業
は

こ
の
時
点
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発
に
参
加
で
き
る
。 

　
こ
う
し
た
人
材
育
成
プ
ロ
セ
ス

の
改
革
に
加
え
て
、
学
生
の
資
質

に
関
す
る
期
待
を
産
学
間
で
一
致

さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
産
学
が
公
開
討
論
を

行
い
、
コ
ー
ス
の
詳
細
お
よ
び
コ

ー
ス
樹
形
図
か
ら
成
る
標
準
化
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
合
意
す
る
必

要
が
あ
る
。 

○
産
学
連
携
し
た
Ｅ
２
Ｂ
サ
イ
ト 

　
こ
う
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
重
要
な
特

徴
の
ひ
と
つ
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
利
用
す
る
サ

プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
関
す
る
情
報
を

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
か
ら
集
め
、
合
理
性
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
最
適
化
を
目
的
と
し
て
供
給

プ
ロ
セ
ス
全
体
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｍ
を
改
良
し
て
い
く
た
め
の
主
な
ツ
ー

ル
は
企
業
間
（Business to Business:B2B

）

の
連
携
で
あ
る
。
そ
の
中
心
は
標
準
化
さ
れ
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た
ワ
ー
ク
・
フ
ロ
ー
と
企
業
間
の
情
報
共
有

で
あ
る
。
需
要
・
供
給
サ
イ
ド
の
連
携
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
具
現
形
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
向

け
た
教
育
、
Ｅ
２
Ｂ
（Education to B

usi-
ness

）
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
あ
る
。
こ

の
サ
イ
ト
の
主
な
参
加
者
は
企
業
、
大
学
、

お
よ
び
政
府
で
あ
り
、
立
案
、
実
施
お
よ
び

事
後
分
析
の
各
段
階
を
通
し
て
共
同
作
業
を

行
っ
て
い
る（
表
２
）。 

　
Ｅ
２
Ｂ
サ
イ
ト
の
運
営
の
成
功
は
、
Ｉ
Ｔ

人
材
の
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
上
の
す
べ
て

の
ア
ク
タ
ー
が
積
極
的
に
参
加
す
る
か
ど
う

か
に
依
存
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者

の
認
識
と
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
は
情
報

の
正
確
さ
と
信
頼
性
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
利
用

の
便
宜
性
が
問
わ
れ
る
。
特
に
大
学
が
提
供

す
る
情
報
は
彼
ら
の
教
育
・
訓
練
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
課
程
の
計
画
書
、
学
生
の
能
力
に
関

す
る
量
的
測
定
値
を
含
む
必
要
が
あ
る
。 

○
大
学
教
育
の
適
格
認
定
制
度 

　
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
と
供
給
に
お
け
る
適
格
認

定
に
は
二
つ
の
役
割
が
あ
る
。
一
つ
に
は
Ｉ

Ｔ
学
部
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
否
を
判
別

し
、
そ
の
評
価
結
果
を
も
っ
て
産
業
界
が
よ

り
良
質
な
労
働
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
す

る
。
同
時
に
、
適
格
認
定
の
広
範
囲
の
展
開

は
国
内
の
Ｉ
Ｔ
教
育
の
レ
ベ
ル
全
体
を
引
き

上
げ
る
。
大
学
で
は
適
格
認
定
制
度
の
準
備

を
通
じ
て
職
員
は
よ
り
産
業
志
向
と
な
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
、
教
授
法
・
内
容
の

改
訂
の
誘
因
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

　
適
格
認
定
制
度
は
三
つ
の
特
色
を
も
つ
。

第
一
に
、
適
格
認
定
制
度
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
学
部

が
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
見
地
か
ら
標
準
化
さ
れ
た
需
要

志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
研
究
課
程
を
設
置

す
れ
ば
、
各
大
学
が
個
別
に
産
業
界
に
接
触

し
て
自
前
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
す
る
負

荷
が
軽
減
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
同
時
に

各
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
差
が
無
視
さ
れ
、

大
学
の
自
律
性
が
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
弱
点

に
も
な
り
得
る
。
従
っ
て
政
府
は
標
準
化
さ

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
授
法
を
最
小
限
に

限
定
し
、
大
学
が
教
育
の
立
案
・
実
施
に
お

い
て
あ
る
程
度
の
裁
量
権
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
第
二
に
、
適
格
認
定
制
度
は
教
授
の
数
、

教
育
施
設
な
ど
の
大
学
の
外
的
側
面
で
は
な

く
、
内
的
な
教
育
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
標

準
化
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
実
施
プ
ロ
セ

ス
お
よ
び
訓
練
を
受
け
た
学
生
の
質
を
重
視

す
る
。
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
は
課
程
の
構
成
、

教
授
法
、
実
験
・
実
習
方
法
、
学
期
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
評
価
方
法
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
教

育
を
受
け
た
学
生
の
質
と
は
、
Ｉ
Ｔ
産
業
が

求
め
る
一
定
の
成
績
水
準
に
卒
業
生
が
達
し

て
い
る
か
否
か
を
測
る
も
の
で
あ
り
、
間
接

的
に
は
課
程
の
成
績
に
よ
り
、
直
接
的
に
は

全
国
統
一
試
験
で
の
得
点
に
よ
り
評
価
さ
れ

る
。 

 

第
三
に
、
評
価
担
当
者
の
主
観
的
な
判
断

に
よ
り
評
価
結
果
が
歪
め
ら
れ
る
危
険
性
を

排
除
す
る
た
め
の
量
的
基
準
が
必
要
で
あ
る
。 

○
需
要
志
向
の
人
材
育
成
政
策 

　
政
府
が
需
要
志
向
型
の
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
三

つ
の
段
階
が
あ
る
。
第
一
に
、
Ｉ
Ｔ
人
材
政

策
に
お
い
て
は
人
材
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
精

密
な
予
測
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
・
マ
ッ
プ
、
予
測
モ
デ
ル

お
よ
び
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
詳
細
な
技
術
レ
ベ
ル
の

調
査
を
進
め
、
量
的
・
質
的
な
需
給
動
向
を

把
握
す
る
。 

　
第
二
に
こ
の
予
測
に
基
づ
き
、
大
学
教
育

に
お
け
る
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
お
よ
び
有
能

な
教
授
に
よ
る
指
導
を
含
む
）
を
通
じ
て
、

企
業
に
Ｉ
Ｔ
人
材
を
供
給
す
る
。
〇
一
年
か

ら
Ｉ
Ｔ
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
支
援
を
通
じ
、
学
生
が
実
習
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
志
向
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て

問
題
解
決
能
力
を
習
得
す
る
よ
う
促
し
て
い

る
。
ま
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
教
育
を
強
化
す
る

た
め
、
政
府
は
〇
四
年
、
大
学
の
標
準
的
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
五
つ
の
主
要
分
野
（
注

３
）
に
関
す
る
詳
細
な
計
画
書
を
提
案
し
た
。

さ
ら
に
技
術
と
需
要
の
変
化
に
対
応
す
る
べ

く
需
要
志
向
型
の
テ
キ
ス
ト
を
整
備
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
学
生
に
対
し
て
は
Ｉ
Ｔ
企

業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
実
地
に

働
く
機
会
を
与
え
て
い
る
。
「
Ｓ
Ｃ
Ｍ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
た
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
」
に
参
加

す
る
教
授
に
対
し
て
は
、
「
教
師
を
教
え
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て
Ｉ
Ｔ
の
最
新
ス
キ

ル
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
る
。
最
終
的
に

は
大
学
に
適
格
認
定
制
度
を
提
供
し
、
Ｉ
Ｔ

人
材
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
的
管
理
を
確
立
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。 

　
第
三
に
、
需
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の

産
学
連
携
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
大
学

機
関
と
産
業
界
の
需
要
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
労
働
力
に
関
す
る
予
測
モ
デ
ル
と
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
・
マ
ッ
プ
）
、
設
計
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
詳
細
な
シ
ラ
バ
ス

等
）
、
供
給
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ジ
ョ
ブ
・

マ
ッ
チ
ン
グ
）
お
よ
び
受
け
入
れ
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
成
功
の
カ
ギ
と
な
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｍ
に
期
待
さ
れ
る
結
果
は
、
結
果
的
に

最
適
時
点
に
お
け
る
大
学
か
ら
産
業
界
へ
の

最
適
供
給
（
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

Ｉ
Ｔ
人
材
）
で
あ
る
。 

   

Ⅳ
．外
国
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
活
用 

 

外
国
人
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
活
用
は
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。
外
国
人
労
働
者
の
雇

用
と
い
う
直
接
的
な
方
法
の
ほ
か
、
間
接
的

な
方
法
と
し
て
外
国
人
学
生
の
招
聘
、
外
国

の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
お
よ
び
韓
国
企
業

の
海
外
支
社
の
設
立
が
あ
る
。 
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○
外
国
人
Ｉ
Ｔ
労

働
者
の
支
援
政
策 

　
情
報
・
通
信
省

は
企
業
か
ら
の
要

請
に
応
じ
て
外
国

人
Ｉ
Ｔ
労
働
者
の

雇
用
保
証
書
を
交

付
し
、
労
働
ビ
ザ

（
Ｅ
７
）
の
取
得

を
支
援
す
る
。
申

請
者
は
Ｉ
Ｔ
関
連

分
野
に
お
け
る
技

術
開
発
の
経
験
五

年
以
上
、
ま
た
は

二
年
以
上
の
経
験

お
よ
び
学
士
号
以

上
の
資
格
が
必
要

で
あ
る
。
〇
一
年

か
ら
〇
四
年
に
か

け
て
六
五
九
人
に

適
用
さ
れ
て
い
る
。

六
割
は
学
士
号
、

三
割
は
修
士
号
の

保
持
者
で
あ
る
。

国
籍
は
イ
ン
ド
人

が
四
三
％
、
ベ
ト

ナ
ム
人
が
一
六
・
五
％
、
ロ
シ
ア
人
が
八
％

で
あ
る
。
計
画
上
は
年
間
二
五
〇
人
に
交
付

し
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
重
点
的
に
支

援
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
景
気
後
退
に
よ
り

企
業
の
ニ
ー
ズ
は
減
少
し
て
い
る（
表
３
）。 

○
外
国
人
学
生
等
の
招
聘 

　
Ｉ
Ｔ
専
門
の
大
学
院
へ
の
外
国
人
学
生
の

招
聘
は
〇
三
年
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
目
的

は
韓
国
の
た
め
に
働
く
人
材
の
育
成
で
あ
る
。

対
象
者
の
大
学
院
の
修
士
ま
た
は
博
士
課
程

の
修
得
を
援
助
し
て
い
る
。
〇
四
年
に
は
新

規
の
学
生
が
九
五
人
、
継
続
が
四
八
人
、
計

一
四
三
人
の
う
ち
一
名
が
中
途
退
学
し
た（
表

４
）。
こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
関
係
の
政
府
官
僚
・

専
門
家
の
た
め
の
政
策
大
学
院
課
程
が
あ
る
。

〇
三
年
か
ら
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
が
提
供
し
て

お
り
、
〇
四
年
に
は
合
計
一
五
人
が
学
ん
で

い
る
。 

○
外
国
の
Ｉ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
ー 

　
最
近
で
は
韓
国
に
来
る
海
外
の
研
究
セ
ン

タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
。
外
国
人
研
究
員
が

研
究
者
全
体
に
占
め
る
比
率
は
ま
だ
小
さ
い

も
の
の
、
Ｉ
Ｔ
分
野
で
は
特
に
活
用
が
進
ん

で
い
る
。
韓
国
は
Ｉ
Ｔ
機
器
と
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
世
界
市
場
の
テ
ス
ト
・
ベ
ッ
ド
と
し

て
、
外
国
企
業
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
。
韓
国

生
産
技
術
協
会
に
よ
れ
ば
、
海
外
に
本
拠
地

が
あ
る
研
究
セ
ン
タ
ー
の
総
数
は
〇
四
年
に

は
一
三
四
で
、
う
ち
五
八
が
Ｉ
Ｔ
関
連
セ
ン

タ
ー
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー

に
は
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
、
ジ

ー
メ
ン
ス
、
米
国
の
イ
ン
テ
ル
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

Ｈ
Ｐ
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
ア
ジ
ャ
イ
レ
ン
ト
、

モ
ト
ロ
ー
ラ
、
Ｕ
Ｔ
ス
タ
ー
コ
ム
、
Ｓ
Ｔ
ミ

ク
ロ
、
ス
パ
ン
シ
オ
ン
Ｌ
Ｌ
Ｃ
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
な
ど
の
携
帯
電
話

の
関
連
企
業
、
情
報
記
憶
分
野
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
も

研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
を
計
画
し
て
い
る（
図

３
）。 

   

Ⅴ
．ま
と
め 

 

近
年
の
韓
国
の
Ｉ
Ｔ
人
材
政
策
に
お
い
て

は
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
決
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
。
技
術
の
変
化
と
産
業
界
の
需
要

に
適
応
す
る
た
め
政
府
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

改
革
し
、
産
学
間
の
協
力
関
係
を
強
化
し
、

「
教
師
を
教
え
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し

た
。
産
学
間
の
需
要
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

設
計
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
供
給
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
受
け
入
れ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
重
要
な
成
功
要
因
で
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
結
果
と
し
て
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
し
た
Ｉ
Ｔ
人
材
の
供
給
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。 

 

〔
注
〕 

１
．
Ｓ
Ｃ
Ｍ
と
は
、
企
業
横
断
的
に
調
達
か
ら
生
産
・

販
売
・
物
流
の
業
務
の
流
れ
を
一
つ
の
「
供
給
の

鎖
」（
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
）
と
捉
え
、
全
体
を

最
適
に
管
理
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
で
あ
る（
野

村
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。 

２
．
本
稿
の
内
容
は
二
〇
〇
六
年
三
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
が
開
催
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
ン
ド
・

韓
国
の
Ｉ
Ｔ
産
業
／
急
成
長
を
担
う
高
度
人
材
、

そ
の
育
成
戦
略
と
は
」
に
提
出
さ
れ
た
ギ
ュ
・
ヒ
・

ホ
ァ
ン
氏
ら
に
よ
る
レ
ジ
ュ
メ
（G

yu-hee 
H
w
ang and Joong-m

an Lee, IT H
um
an Re-

source D
evelopm

ent and M
anagem

ent in 
K
orea, 2006.

）
を
国
際
研
究
部
が
要
約
し
た
も

の
で
あ
る
。 

３
．
組
み
込
み
式
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
シ
ス
テ
ム
統
合
、

シ
ス
テ
ム
開
発
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
ゲ
ー
ム
お

よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

ぎ
ゅ
・
ひ
・
ほ
ぁ
ん（G

yu-hee H
w
ang

）／

科
学
技
術
政
策
博
士
。
誠
信
女
子
大
学
講
師
、

韓
国
科
学
技
術
情
報
研
究
院（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）

主
任
研
究
員
等
を
経
て
、
〇
四
年
か
ら
現
職
。

最
近
の
研
究
論
文
に
「
一
九
九
〇
年
代
前
半

に
お
け
る
台
湾
の
産
業
技
術
の
軌
跡
」（Journal 

of K
orea Technology Innovation Soci-

ety, 2005

）
な
ど
。 




